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                   令 和 ２ 年 ７ 月   日  

 

 青 梅 市 長  浜 中  啓 一  様  

 

青 梅 市 行 財 政 改 革 推 進 委 員 会  

委 員 長  菊  池  一  夫  

 

   令 和 元 年 度 青 梅 市 行 政 評 価 （ 外 部 評 価 ） 報 告 書 の 提 出     

   に つ い て  

 

 こ の た び 、青 梅 市 行 政 評 価 実 施 要 綱 第 ５ 項 第 １ 号 の 規 定 に も と づ

き 、青 梅 市 行 財 政 改 革 推 進 本 部 か ら 本 委 員 会 に 対 し 、令 和 元 年 度 青

梅 市 行 政 評 価 に 対 す る 外 部 評 価 の 依 頼 が あ っ た こ と を 受 け 、同 項 第

２ 号 の 規 定 に も と づ き 外 部 評 価 を 行 い 、そ の 結 果 を 本 報 告 書 に ま と

め ま し た の で 、 以 下 の と お り 提 出 し ま す 。  

 令 和 元 年 度 の 外 部 評 価 に お い て は 、青 梅 市 行 財 政 改 革 推 進 本 部 に

て 選 定 し た ３ 事 業 に つ い て 、事 業 実 施 に 対 す る「 効 率 性 」、「 経 済 性 」、

「 有 効 性 」の 視 点 に よ り 評 価 を 行 う と と も に 、今 後 の 方 向 性 に つ い

て も 示 し ま し た 。  

 な お 、評 価 結 果 を ま と め る に 当 た っ て は 、評 価 を 行 っ た 各 委 員 の

考 え を 尊 重 す る 観 点 か ら 、 評 価 結 果 の 統 一 は 行 っ て お り ま せ ん 。  

 今 後 、 青 梅 市 に お か れ ま し て は 、 本 報 告 書 の 内 容 を 十 分 踏 ま え 、

こ れ か ら の 事 業 実 施 に 反 映 し て い た だ く こ と は も と よ り 、市 が 実 施

す る 事 務 事 業 全 般 に 渡 っ て の 継 続 的 な 改 善 に つ な げ て い た だ く こ

と を 期 待 し ま す 。  

以  上  

  



１ ． 令 和 元 年 度 外 部 評 価 に つ い て  

  現 在 、青 梅 市 が 実 施 し て い る 行 政 評 価 に つ い て は 、職 員 の 事 務  

事 業 に 対 す る 意 識 の 向 上 お よ び 成 果 重 視 の 効 果 的・効 率 的 な 行 政

運 営 を 図 る こ と を 目 的 に 、「 青 梅 市 行 政 評 価 実 施 要 綱 」の 規 定 に も

と づ き 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 実 施 し て い ま す 。  

  青 梅 市 行 財 政 改 革 推 進 委 員 会（ 以 下「 委 員 会 」と い う 。）に よ る

外 部 評 価 に つ い て は 、行 政 評 価 結 果 に つ い て 、経 年 比 較 が 可 能 と

な っ た 令 和 元 年 度 か ら 、新 た に 実 施 す る こ と と な り 、今 回 が 第 １

回 目 の 取 組 と な り ま す 。  

 

２ ． 外 部 評 価 の 実 施 方 法 に つ い て  

（ 1） 評 価 の 実 施  

   令 和 元 年 １ ０ 月 ３ ０ 日（ 水 ）開 催 の「 第 ３ 回 青 梅 市 行 財 政 改

革 推 進 委 員 会 」 に お い て 、 出 席 委 員 ９ 名 に よ り 実 施 し ま し た 。 

 

（ 2） 評 価 対 象 事 業  

外 部 評 価 の 対 象 事 業 は 、令 和 元 年 度 に 青 梅 市 が 実 施 し た 行 政

評 価 対 象 事 業 の う ち 、青 梅 市 行 財 政 改 革 推 進 本 部 に お い て 、今

後 、事 業 を 実 施 し て い く に 当 た り 、更 な る 改 善 が 必 要 と 判 断 し 、

選 定 し た 以 下 の ３ 事 業 に つ い て 、青 梅 市 行 政 評 価 実 施 要 綱 第 ５

項 の 規 定 に よ り 、委 員 会 に 対 し 外 部 評 価 の 依 頼 が あ っ た こ と か

ら 実 施 し ま し た 。  

  【 評 価 対 象 事 業 】  

 事 務 事 業 名  所 管 部 課  

11 郷 土 博 物 館 管 理 事 業  教 育 部 文 化 課  

12 郷 土 博 物 館 事 業  教 育 部 文 化 課  

13 美 術 館 事 業  教 育 部 文 化 課  

   ※ 番 号 は 、 行 政 評 価 シ ー ト に お け る 整 理 番 号 。  

     

（ 3） 評 価 対 象 事 業 の ヒ ア リ ン グ  

     評 価 対 象 事 業 に つ い て 、所 管 部 署 か ら 、１ 事 業 に つ き ２ ０ 分    

程 度 、 行 政 評 価 シ ー ト を 元 に 平 成 ３ ０ 年 度 の 取 組 等 に つ い て   



説 明 を 受 け た 後 、 郷 土 博 物 館 ２ 事 業 と 美 術 館 事 業 に 分 け 、 各  

４ ０ 分 程 度 質 疑 応 答 を 行 う な ど 、 ヒ ア リ ン グ を 行 い ま し た 。  

（ 4） 評 価 の 実 施  

   事 業 所 管 部 署 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 内 容 を 元 に 、各 委 員 に お い

て 、 以 下 の 視 点 に よ る 評 価 を 行 い ま し た 。  

  ① 事 業 評 価  

   各 事 業 の 取 組 に 対 し 、 以 下 の 視 点 ご と に ３ 段 階 で 評 価 。  

   【 視 点 】  

・ 効 率 性 … 事 業 の 進 め 方 に 無 駄 は な い か  

   ・ 経 済 性 … 予 算 の 使 い 方 に 無 駄 は な い か  

   ・ 有 効 性 … 施 策 達 成 に 向 け て 有 効 か  

   【 評 価 】   

  ・ Ａ … 非 常 に 良 い （ 改 善 の 余 地 な し ）  

  ・ Ｂ … 良 い （ 必 要 に 応 じ て 改 善 ）  

  ・ Ｃ … 悪 い （ 改 善 ま た は 休 廃 止 を 検 討 ）  

   ② 今 後 の 方 向 性  

評 価 対 象 事 業 に 対 す る 今 後 の 事 業 の 方 向 性 に つ い て 、 以 下    

の 視 点 で 評 価 。  

現状維持 現状の予算、活動内容、事業規模等を継続し実施すること 

拡  充  現状の予算、活動内容、事業規模等を拡充し実施すること 

改  善  現状維持を基本としつつ、一部改善して実施すること  

縮  小  現状の予算、活動内容、事業規模等を縮小し実施すること 

休  止  事務事業の優先性や財政状況等を考慮し、一時中断すること  

廃  止  事務事業の目的は達成されていないが、今後実施しないこと  

終  了  事務事業の目的が達成されたため、事業を終わらせること 

 

（ 5） 評 価 結 果 の ま と め  

   令 和 元 年 度 行 政 評 価 に 対 す る 外 部 評 価 結 果 に つ い て は 、各 委

員 の 評 価 結 果 を 集 約 し 、評 価 結 果 を 一 本 化 す る こ と よ り も 、委

員 か ら 寄 せ ら れ た 多 様 な 意 見 を 報 告 す る こ と の 方 が 、今 後 の 市

の 事 務 事 業 を 進 め る 上 で 参 考 と な る と 考 え た こ と か ら 、評 価 結

果 に つ い て は 集 計 の み 行 い 、各 委 員 か ら 寄 せ ら れ た 意 見 等 に つ



い て は 、 そ の ま ま 報 告 さ せ て い た だ く こ と と い た し ま し た 。  

   な お 、評 価 結 果 の 集 計 お よ び 各 委 員 か ら 寄 せ ら れ た 意 見 に つ

い て は 、 次 ペ ー ジ 以 降 に 掲 載 し て い ま す 。  

  



 

 

 

 

 

 

 

事 業 別 評 価 結 果  

 

 

 

  



整 理 番 号  事 務 事 業 名  所 管 部 課  

１ １  郷 土 博 物 館 管 理 事 業  教 育 部 文 化 課  

【 事 業 の 目 的 】  

対 象 者  目   的  

郷 土 博 物 館 入 館 者  

郷 土 の 歴 史 や 民 族 、自 然 、文 化 財 等 に つ い て 、

各 分 野 の テ ー マ に つ い て 調 査 や 研 究 を 進 め 、

企 画 展 な ど を 開 催 し 、 広 く 周 知 す る 。  

 

１ ． 各 委 員 の 事 業 評 価  

評 価  

委 員  
効 率 性  経 済 性  有 効 性  

委 員 Ａ  －  －  －  

委 員 Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｃ  Ｂ ・ Ｃ の 中 間  Ｂ ・ Ｃ の 中 間  Ｂ ・ Ｃ の 中 間  

委 員 Ｄ  －  －  －  

委 員 Ｅ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｆ  －  Ａ  －  

委 員 Ｇ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｈ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｉ  Ｃ  Ｃ  Ｃ  

 ※ 「 － 」 に つ い て は 、 評 価 が 難 し い 等 の 理 由 に よ る も の 。  

 

【 評 価 結 果 】  

 効 率 性  経 済 性  有 効 性  

Ａ 【非常に良い】 ０  １  ０  

Ｂ 【 良 い 】 ４ ． ５  ４ ． ５  ４ ． ５  

Ｃ 【 悪 い 】 １ ． ５  １ ． ５  １ ． ５  

評 価 な し  ３  ２  ３  

※Ａ：【非常に良い】＝改善の余地なし Ｂ：【良い】＝必要に応じて改善 Ｃ：【悪い】＝改善または休廃止を検討 

 

 



【 評 価 の 傾 向 】  

 「 効 率 性 」、「 経 済 性 」、「 有 効 性 」の い ず れ の 評 価 項 目 に お い て も 、

Ｂ 評 価 が 最 も 多 く な っ た こ と か ら 、本 事 業 に つ い て は 、「 必 要 に 応 じ

て 改 善 」 と い う 意 見 が 多 数 と な り ま し た 。  

ま た 、評 価 対 象 事 業 の 内 容 に 対 し 、規 定 の 評 価 項 目 に よ る 評 価 は

難 し い と い う 意 見 が あ り 、特 に 経 済 性 に 対 す る 評 価 に つ い て は 、今

回 の 評 価 対 象 事 業 に は 、そ の 性 質 上 馴 染 ま な い と の 意 見 が あ り ま し

た 。  

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

● 総 合 的 な 意 見  

委 員 Ａ  【 郷 土 博 物 館 事 業 共 通 】  

・ 文 化 事 業 で あ り 、 入 場 料 を 受 け 取 る も の で は な い の

で 、 事 業 と し て の 行 政 コ ス ト を ベ ー ス に 評 価 す る こ と

は 難 し い 。  

・ 本 事 業 に つ い て は 、 係 る 予 算 を 有 効 活 用 し て 、 ど の

様 な こ と に 具 体 的 に 取 り 組 み 、 何 を 実 施 し 、 何 を や っ

て い な い の か を 、 明 確 に す る こ と が 重 要 と 思 わ れ る 。  

 １ .ど の よ う な 対 象 者 に 対 し て  

 ２ .ど の よ う な 目 標（ ど れ く ら い の 来 場 者 に 来 て い た

だ き 、 ど の 様 な 知 見 を 高 め て 頂 き た い の か な ど を

検 証 で き る 形 で 設 定 す る 。）  

委 員 Ｄ  現 状 で は 無 駄 な こ と を し て い る と は 思 え な い 。 し か

し 、 郷 土 博 物 館 と 美 術 館 と の 複 合 化 を 、 時 間 を 掛 け て

ゆ っ く り 検 討 す る と の こ と で あ っ た が 、 そ の よ う な 根

本 的 な 意 思 決 定 を 遅 ら せ る こ と が 、 今 後 の 無 駄 を 生 む

結 果 と な る と 思 う 。 い つ 決 定 し て も 反 対 は 伴 う も の で

あ る か ら 、 根 本 的 決 定 を 早 く す る こ と が 、 無 駄 を 少 な

く す る 上 で 最 も 必 要 な こ と で あ る 。  

 

 

 



● 効 率 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  人 件 費 が 大 半 を 占 め て い る が 、管 理 実 態 が 見 え な い 。 

市 と し て の 重 要 な 文 化 資 産 の 管 理 で あ る と い う 意 識 が

認 め ら れ な い 。  

委 員 Ｅ  ・ 入 館 し た 日 は 、 受 付 や 館 内 に 人 の 配 置 が な く 、 受 付

は 入 館 者 が 自 由 記 入 す る 受 付 簿 が あ る だ け で あ っ た 。  

受 付 を 兼 ね て も よ い の で 、 館 内 の 案 内 や 説 明 、 参 観 者

の 質 問 に 答 え ら れ る よ う な 人 の 配 置 が あ る と よ い 。  

・ 建 物 が 古 く な り 、 館 内 が 暗 く 、 活 気 が 乏 し い 雰 囲 気

が あ る 。 予 算 配 分 の 工 夫 な ど に よ り 、 必 要 な 補 修 、 照

明 の 整 備 等 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

委 員 Ｆ  こ の 事 業 に 効 率 性 を 求 め る 必 要 は 全 く な い と 考 え て

い ま す 。  

委 員 Ｇ  入 館 者 数 増 と は い か な か っ た も の の 、 前 年 度 と ほ ぼ

同 数 の 入 館 者 と な っ て い る 。  

委 員 Ｈ  毎 年 、 企 画 展 、 収 蔵 展 を い く つ も 計 画 し 開 催 し て 、

青 梅 の 歴 史 を 市 民 に 伝 え て い る こ と に は 、 深 く 感 謝 す

る と こ ろ で あ る 。  

情 報 化 時 代 の ス ピ ー ド を 要 求 さ れ る 現 代 に お い て 、

博 物 館 に 行 く 余 裕 の あ る 市 民 の 割 合 は と 考 え た 時 に 、  

１ ３ 万 人 市 民 の う ち の １ ８ ,０ ０ ０ 人 弱（ 約 １ ３ ％ ）の

入 館 者 は 良 し と し た い 。  

他 に 館 内 の 経 年 劣 化 、 特 に 照 明 が 暗 い 、 展 示 ケ ー ス

が 古 い 等 、 展 示 品 を 観 賞 す る 前 に 、 そ ち ら に 気 を 取 ら

れ る の で は な い か 。  

委 員 Ⅰ  バ ス 停 や 駅 か ら 遠 い 。 自 動 車 で 行 っ て も 駐 車 場 が 無

い 。 博 物 館 の あ る 場 所 自 体 無 駄 に 見 え る 。  

 

● 経 済 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  必 要 最 低 限 の 維 持 補 修 し か 行 わ な い 予 算 の 使 い 方 の

是 非 を 問 う べ き で あ る 。 現 行 予 算 は 無 駄 な く 執 行 さ れ



て い る 。  

委 員 Ｅ  博 物 館 の 事 業 運 営 に 優 れ た 見 識 、 技 能 を 持 つ 職 員 が

揃 っ て い る 。 そ の 力 量 を 十 分 発 揮 で き る 施 設 、 設 備 、

予 算 措 置 に な っ て い る か 検 証 す る 必 要 が あ る 。 市 民 の

日 常 生 活 に 直 結 す る 事 業 で は な い が 、 文 化 事 業 は 、 市

民 の 文 化 教 養 を 高 め 、 市 民 意 識 を 高 め る 上 で も 重 要 で

あ る 。  

委 員 Ｆ  予 算 に 対 し 適 切 な 支 出 を 行 っ て い ま す 。  

委 員 Ｇ  施 設 の 老 朽 化 が 著 し い と 聞 く 。む し ろ 予 算 を 投 入 し 、

施 設 の リ ニ ュ ー ア ル も 必 要 な の で は な い か 。  

委 員 Ｈ  現 在 の 展 示 内 容 で 満 足 す る の で あ れ ば 、 費 用 対 効 果

と し て は 良 い の で は な い か 。  

た だ し 、 青 梅 市 の 博 物 館 と し て 、 グ ロ ー バ ル に ア ピ

ー ル す る こ と を 前 提 と す る の で あ れ ば 、 展 示 内 容 の 充

実 、 館 内 の リ ニ ュ ー ア ル が 必 要 と 判 断 す る 。 特 に ト イ

レ は 更 新 し た い 。 ま ず 、 お 客 様 が 見 る と こ ろ は ト イ レ

で あ る 。  

委 員 Ｉ  赤 字 で あ れ ば 、 特 に 回 復 の 見 込 み も 無 け れ ば 無 駄 。  

 

● 有 効 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  文 化 財 の 普 及 と 収 蔵 と い う 最 小 限 の 活 動 を 、 細 々 と

続 け て い く 方 針 で あ る な ら ば 有 効 で あ る 。  

委 員 Ｅ  ・ 限 ら れ た 予 算 、 施 設 の 中 で 、 郷 土 の 歴 史 、 文 化 財 を

伝 え る 拠 り 所 と し て 、 よ く 機 能 し て い る と 考 え る 。  

・ 企 画 展 は 、 郷 土 青 梅 に つ い て 興 味 ・ 関 心 を も っ て 理

解 を 深 め る こ と が で き る テ ー マ ・ 内 容 を 工 夫 し 、 充 実

し た 展 示 で あ る 。  

・ 常 設 展 示 は 、 縄 文 時 代 か ら 今 日 ま で の こ の 地 域 の

人 々 の 生 活 、 歴 史 を 分 か り 易 く た ど る こ と が で き る よ

う に な っ て い る 。 企 画 展 ら 注 目 し が ち だ が 、 常 設 展 の

充 実 が 基 本 に な る と 考 え る 。 適 宜 更 新 し 、 新 鮮 さ を 保



つ 努 力 が 必 要 で あ る 。  

・ 入 館 者 を 重 点 に し た 評 価 と な っ て い る が 、 博 物 館 の

事 業 は 、 入 館 者 数 で は 計 れ な い と こ ろ が 大 で あ る 。 こ

の 地 域 の 文 化 財 の 発 掘 、 収 集 、 管 理 が 重 要 で あ り 、 後

代 に 伝 え て い く 使 命 が あ る 。 行 政 コ ス ト を 主 に し た 一

面 的 な 評 価 で な く 、 博 物 館 の 使 命 を 十 分 考 慮 し た 総 合

的 な 評 価 が 必 要 で あ る 。  

※ 施 策 達 成 に 向 け て よ く 機 能 し て い る と 考 え る が 、「 改

善 の 余 地 な し 」 と あ る の で Ａ の 評 価 は 難 し い 。  

委 員 Ｆ  資 料 の 収 集 、 保 管 、 調 査 研 究 が 重 要 で あ り 、 入 館 者

数 に あ ま り こ だ わ る 必 要 は な い と 考 え ま す 。  

委 員 Ｇ  青 梅 の 将 来 を 担 う 子 ど も た ち や 若 い 世 代 の 方 が 興 味

を 持 つ 仕 掛 け に 、 も う ひ と 工 夫 必 要 で は な い で し ょ う

か 。  

委 員 Ｈ  展 示 内 容 と 年 齢 層 タ ー ゲ ッ ト を 加 味 し た 工 夫 を 考 慮

し た い 。 そ れ ぞ れ の 年 齢 で 学 習 で き る こ と 。  

青 梅 ・ 奥 多 摩 に 観 光 で 来 た 友 達 に 青 梅 の 歴 史 を 紹 介

し て も は ず か し く な い 内 容 と 館 内 表 示 設 備 と し た い 。

（ 近 代 的 に ）  

委 員 Ｉ  有 効 で は な い 。  

 

  



２ ． 各 委 員 に よ る 今 後 の 方 向 性  

 評 価  

委 員  
現状維持 拡 充  改 善  縮 小  休 止  廃 止  終 了  

委 員 Ａ   ●       

委 員 Ｂ    ●      

委 員 Ｃ    ●      

委 員 Ｄ    ●  ※ 根 本 的 改 善 が 必 要 。 そ れ が で き な い な ら 縮 小 

委 員 Ｅ    ●      

委 員 Ｆ   ●       

委 員 Ｇ   ●       

委 員 Ｈ    ●      

委 員 Ｉ        ●  

計  ０  ３  ５  ０  ０  ０  １  

 

【 評 価 の 傾 向 】  

 今 後 の 方 向 性 に つ い て は 、 本 事 業 の 継 続 に 対 す る 反 対 は 少 な く 、

「 拡 充 」と す る 評 価 も 複 数 あ り ま し た が 、「 改 善 」と 評 価 す る 委 員 が

最 も 多 い 結 果 と な り ま し た 。  

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

委 員 Ａ  【 郷 土 博 物 館 事 業 共 通 】  

行 政 コ ス ト を ベ ー ス に 評 価 検 証 す る よ り も 、 文 化 事

業 と し て 下 記 を 明 確 に し 、 検 証 す べ き だ と 思 い ま す 。  

１ .目 標 達 成 に 向 け て 、何 を ど の よ う に し て 実 施 し た の

か 。  

２ .達 成 成 果 と 目 標 に ギ ャ ッ プ が あ れ ば 、そ の ギ ャ ッ プ

を 埋 め る た め に 何 を や ら ず 、 何 を や る べ き だ っ た の か

を 検 証 す る 。  

３ .配 置 さ れ て い る 人 員 で 、来 場 者 数 の 把 握 、来 場 者 の

性 質「 小 ・ 中 ・ 高 ・ 一 般 ・ 市 内 ・ 近 隣 ・ 市 外 等 」、ニ ー

ズ な ど を 担 当 者 が 努 力 ・ 工 夫 し て 把 握 で き る よ う に す



る 。  

誰 も 何 も し な く と も 、 全 体 と し て の 人 件 費 が 減 る わ

け で は あ り ま せ ん 。  

無 料 で あ っ て も 、 配 置 さ れ て い る 人 員 で 、 来 場 者 数

の 把 握 、 来 場 者 数 の 性 質 、 ニ ー ズ を 工 夫 し て 把 握 し て

い か な い と 、 対 応 策 が 見 付 け ら れ な い の で は な い か 。

こ れ が 分 か ら な い と 、 誰 に 対 し て 何 を 行 う か が 不 明 瞭

に な る 。 文 化 事 業 と し て 、 事 業 の 価 値 創 造 に 努 め て 頂

き た い 。  

市 民 目 線 で 何 を す べ き か を よ く 検 討 し 、 明 確 な 目 標

を 掲 げ 実 施 し て ほ し い と 思 い ま す 。  

委 員 Ｂ  【 郷 土 博 物 館 事 業 共 通 】  

村 が 合 併 し た 成 り 立 ち 、ま た 、例 と し て 、「 昔 の 新 町

は 水 が な く 、 隣 組 で 井 戸 を 使 っ て い た 」、「 藤 橋 の 杣 保

の い わ れ 」 な ど の 歴 史 を 、 ア ニ メ ー シ ョ ン を 使 っ て 分

か り や す く 作 成 し て ほ し い 。 青 梅 の 成 り 立 ち に 興 味 が

あ っ て 調 べ た が 、 ど こ に も な い 。 高 齢 者 の 人 し か 知 ら

な い 昔 を 、 今 生 き て い ら っ し ゃ る 間 に ア ニ メ ー シ ョ ン

化 し 、 残 し て い っ て ほ し い 。  

委 員 Ｃ  【 郷 土 博 物 館 事 業 ・ 美 術 館 事 業 共 通 】  

現 状 の ま ま の 改 善 余 地 は 少 な い と 思 わ れ る 。 美 術 館

と の 統 合 を 、 ス ケ ー ル メ リ ッ ト の 創 出 と い う 観 点 で 早

急 に 検 討 す べ き で あ る 。  

委 員 Ｄ  郷 土 博 物 館 は 市 民 の た め の 特 に 子 ど も た ち の 教 育 に

必 要 で あ る 。 し か し 、 現 状 は 古 臭 く 暗 く 、 い か に も み

す ぼ ら し い 。 あ れ で は 二 度 と 行 く 気 に な ら な い の で は

な い か 。  

や っ て い る 以 上 は 費 用 が 掛 か っ て も 、 も っ と 見 映 え

の あ る も の に す べ き で あ る 。 こ の た め に は 必 要 度 の 低

い 美 術 館 を 縮 小 し 、 そ の 費 用 を 郷 土 博 物 館 に 充 て ざ る

を 得 な い の で は な い か 。  



委 員 Ｅ  ・ 市 内 小 中 学 校 と の 連 携 を 図 り 、 小 中 学 校 で 年 １ 回 く

ら い は 郷 土 博 物 館 を 活 用 し た 授 業 を 実 施 す る と 、 地 に

着 い た 学 習 の 機 会 と な る 。 関 連 教 材 は 必 ず あ る は ず で

あ る 。 小 ・ 中 学 校 在 学 中 各 １ 回 は 経 験 さ せ た い 。 郷 土

博 物 館 の 存 在 に 気 付 か な い 市 民 も 多 い 。 子 ど も た ち に

博 物 館 を 知 っ て も ら い 、 興 味 関 心 を 持 た せ た い 。  

・ 多 摩 川 に 面 し た 立 地 で あ り 、 多 摩 川 の 増 水 の 際 の 洪

水 等 に よ る 被 害 が 心 配 で あ る 。 特 に 収 蔵 庫 に つ い て 安

全 対 策 を 十 分 講 ず る 必 要 が あ る 。  

・ 総 合 長 期 計 画 に 「 文 化 芸 術 活 動 の 拠 点 と な る 施 設 の

整 備 を 図 る 」 と あ る が 、 講 義 室 （ 研 修 室 ） 等 も な い 状

況 で あ り 、施 設 の 改 善 を 図 る 必 要 が あ る 。ま た 、「 文 化

遺 産 を 生 か し た 町 づ く り を 推 進 」 に つ い て は 、 長 期 的

な 視 点 か ら の 具 体 的 な 展 望 が 必 要 で あ る 。  

・（ 長 期 計 画 の 枠 外 で あ る が ）市 内 の 動 植 物 の 生 態 や 推

移 、 地 質 の 特 徴 な ど 、 青 梅 の 自 然 （ 自 然 史 ） に 関 す る

標 本 、 資 料 の 収 集 展 示 も 博 物 館 の 使 命 で あ る 。 学 校 教

育 と の 関 連 を 図 り な が ら 整 備 す る 必 要 が あ る （ 行 財 政

改 革 と 逆 行 か も し れ な い が 、 市 内 に 相 当 す る 施 設 が な

い ）。 市 の 文 化 教 育 の 発 展 の た め に 必 要 と 考 え る 。  

・ 近 く に あ る 宿 泊 施 設 の 宿 泊 者 へ の 案 内 、 縄 文 遺 跡 の

説 明 等 に つ い て 、 積 極 的 に 取 り 組 み 、 立 地 を 生 か し て

ほ し い 。（ 宿 泊 者 が 多 い 施 設 と の 連 携 が 必 要 ）交 通 の 便 、

日 照 条 件 等 の 立 地 条 件 は 十 分 で な い が 、 景 観 は 恵 ま れ

て い る 。 積 極 的 な 取 組 を 期 待 す る 。  

委 員 Ｆ  「 郷 土 愛 の な い と こ ろ に 、 地 域 の 繁 栄 は な い 」 と 信

じ て い ま す 。  

郷 土 愛 を 育 む う え で 、 郷 土 史 や 自 然 科 学 研 究 の 拠 点

と な る 当 施 設 は 非 常 に 重 要 で す 。  

利 益 を 生 む 事 業 は 、 ほ っ と い て も 民 間 が 行 い ま す 。  

郷 土 史 研 究 や 自 然 科 学 研 究 等 は 、 意 図 し て 行 政 機 関



が 行 わ な け れ ば 、 い つ の 間 に か 忘 れ 去 ら れ 、 将 来 に 禍

根 を 残 す の で は な い で し ょ う か 。  

青 梅 市 外 か ら 青 梅 市 職 員 に な る 方 々 が 多 く な っ た 現

在 、 当 施 設 を 利 用 し て 、 教 職 員 （ 特 に 新 人 ） を 対 象 と

し た 展 示 ・ 研 修 を 定 期 的 に 行 い 、 教 職 員 の 方 々 の 資 質

を 高 め る 施 策 も あ っ て も よ い の で は な い で し ょ う か 。

（ 現 状 は 新 人 の 時 に 美 術 館 と 合 わ せ 、 ２ 時 間 程 度 の 見

学 を し て い る の み と 伺 っ て お り ま す 。）  

こ の 数 年 間 「 青 梅 市 に お け る 郷 土 館 の あ り 方 」 に つ

い て の 諮 問 は 行 っ て い な い と 伺 い ま し た が 、 答 申 を 受

け て か ら の 議 論 の 方 が 、 よ り 実 り の あ る も の と 思 い ま

す 。  

審 議 の 中 で 郷 土 館 の 多 摩 川 氾 濫 時 の 水 害 に つ い て の

質 問 が あ り ま し た が 、 建 設 当 時 「 氾 濫 を 考 慮 し 、 あ る

数 値 計 算 に 基 づ き 盛 土 し 現 状 の 高 さ に し た 」 と 聞 い た

記 憶 が あ り ま す 。  

委 員 Ｇ  施 設 の リ ニ ュ ー ア ル を 検 討 す る こ と が 必 要 で す 。  

委 員 Ｈ  ・ 釜 の 淵 公 園 の 多 摩 川 の 流 水 に 沿 っ た 樹 木 の 多 い 自 然

環 境 の 中 に 博 物 館 が あ り 、 シ チ ュ エ ー シ ョ ン は 抜 群 で

あ る 。 し か し 、 建 物 、 館 内 、 展 示 ケ ー ス 等 経 年 劣 化 が

進 ん で い る 。 特 に 館 内 に 入 っ た 時 に 照 明 が 暗 く 、 第 一

印 象 と し て 館 内 に 入 る こ と を 躊 躇 す る 人 も い る 。（ 私 は

見 ま し た ）  

美 術 館 と の 統 合 も 何 年 先 か 分 か り ま せ ん の で 、 と り

あ え ず 館 内 だ け は リ ニ ュ ー ア ル を 実 施 し た ら と 考 え ま

す 。  

入 館 者 の 増 加 に つ い て は 、 青 梅 市 人 口 の 約 ４ 万 人 が

65 歳 以 上 で あ る こ と か ら 、こ れ ら 高 齢 者 を タ ー ゲ ッ ト

に し た 企 画 展 を 検 討 し た ら と 思 い ま す 。ゲ ー ト ボ ー ル 、

グ ラ ン ド ゴ ル フ 等 の ス ポ ー ツ を や ら れ て い る 高 齢 者 は

元 気 で す か ら 、 学 習 の 機 会 を 考 え た い も の で す 。  



青 梅 市 民 以 外 の 人 々 に 宣 伝 す る こ と 。 宣 伝 方 法 も い

ろ い ろ あ り ま す 。 最 近 は Ｓ Ｎ Ｓ で し ょ う か 。 駐 車 場 が

公 園 と も 一 緒 で あ り 狭 い 。 広 く し た い 。  

委 員 Ｉ  ・ 考 え 方 が 全 く あ ま い 。 民 間 で あ れ ば と っ く に 廃 止 、

リ ス ト ラ で す 。 継 続 を 考 え る の な ら ば 、 か な り の 一 般

意 見 を 呑 ん だ り 、 努 力 し な け れ ば い け な い で し ょ う 。  

・ 委 員 会 の 質 問 で 台 風 １ ９ 号 の 被 害 は 無 か っ た の か 質

問 を し た が 、 無 か っ た か の よ う な 回 答 が あ っ た 。  

実 際 に は 、 機 械 室 （ 電 気 室 ） 等 の 被 害 が あ っ た 。 復

旧 に は 多 少 の 予 算 が 掛 か っ た は ず 。 ま た 、 入 口 階 段 ま

で 水 が 来 た の も 確 認 で き た 。 収 蔵 物 に 対 す る 意 識 も 低

い の で は な い の か 。 危 機 管 理 も 意 識 が 低 い 。 こ の ま ま

続 け て い く の は 困 難 で し ょ う 。 続 け る 場 合 は 、 か な り

の 努 力 が 必 要 で し ょ う 。  

※ ２ 項 目 目 に つ い て は 、 郷 土 博 物 館 事 業 に 対 し て の 意

見 で あ っ た が 、内 容 的 に 管 理 事 業 に 該 当 す る こ と か ら 、

こ ち ら に 掲 載 。  

 

 

 

  



整 理 番 号  事 務 事 業 名  所 管 部 課  

１ ２  郷 土 博 物 館 事 業  教 育 部 文 化 課  

【 事 業 の 目 的 】  

対 象 者  目   的  

博 物 館 講 座 参 加 者  

郷 土 の 歴 史 や 民 族 、自 然 、文 化 財 等 に つ い て 、

講 座 を 開 催 し 、文 化 財 等 の 啓 蒙 と 知 識 を 取 得

す る 。  

 

１ ． 各 委 員 の 事 業 評 価  

評 価  

委 員  
効 率 性  経 済 性  有 効 性  

委 員 Ａ  －  －  －  

委 員 Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｃ  Ｃ  Ｂ  Ｃ  

委 員 Ｄ  －  －  －  

委 員 Ｅ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｆ  －  Ａ  Ａ  

委 員 Ｇ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｈ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｉ  Ｃ  Ｃ  Ｃ  

 ※ 「 － 」 に つ い て は 、 評 価 が 難 し い 等 の 理 由 に よ る も の 。  

 

【 評 価 結 果 】  

 効 率 性  経 済 性  有 効 性  

Ａ 【非常に良い】 ０  １  １  

Ｂ 【 良 い 】 ４  ５  ４  

Ｃ 【 悪 い 】 ２  １  ２  

評 価 な し  ３  ２  ２  

※Ａ：【非常に良い】＝改善の余地なし Ｂ：【良い】＝必要に応じて改善 Ｃ：【悪い】＝改善または休廃止を検討  

 

 



【 評 価 の 傾 向 】  

 「 効 率 性 」、「 経 済 性 」、「 有 効 性 」の い ず れ の 評 価 項 目 に お い て も 、

Ｂ 評 価 が 最 も 多 く な っ た こ と か ら 、本 事 業 に つ い て は 、「 必 要 に 応 じ

て 改 善 」 と い う 意 見 が 多 数 と な り ま し た 。  

ま た 、評 価 対 象 事 業 の 内 容 に 対 し 、規 定 の 評 価 項 目 に よ る 評 価 は 難

し い と い う 意 見 が あ り 、特 に 経 済 性 に 対 す る 評 価 に つ い て は 、今 回

の 評 価 対 象 事 業 に は 、そ の 性 質 上 馴 染 ま な い と の 意 見 が あ り ま し た 。 

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

● 効 率 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ａ  文 化 事 業 な の で 、 事 業 と し て の 行 政 コ ス ト を ベ ー ス

に 評 価 す る こ と は 難 し い 。  

本 事 業 に つ い て は 、 係 る 予 算 を 有 効 活 用 し て 、 ど の

様 な こ と に 具 体 的 に 取 り 組 み 、 何 を 実 施 し 、 何 を や っ

て い な い の か を 、 明 確 に す る こ と が 重 要 と 思 わ れ る 。  

委 員 Ｂ  子 ど も た ち が 来 て 、 感 想 は 確 認 し て い る か 。  

大 人 で も 分 か り に く く 、 興 味 が 薄 い 展 示 に な っ て い な

い か 。 見 直 し が 必 要 だ と 思 う 。  

委 員 Ｃ  来 館 者 の 一 割 弱 を 市 内 の 小 学 生 が 占 め て い る が 、 市

内 の 小 中 学 校 全 て に 、 授 業 の 一 環 と し て 来 館 す る よ う

に 、 教 育 委 員 会 と も 連 携 し て 取 り 組 む べ き で あ る 。  

委 員 Ｅ  ・ 無 駄 は 発 見 で き な か っ た 。  

・ 管 理 事 業 の 事 業 評 価 の コ メ ン ト と 同 じ 。  

・ 限 ら れ た 予 算 、 施 設 整 備 の 中 で 、 効 率 的 に 運 営 さ れ

て い る と 考 え る 。  

委 員 Ｆ  郷 土 博 物 館 事 業 と 効 率 性 は 相 入 れ な い 部 分 が 多 い と

考 え て い ま す の で 、 評 価 は 差 し 控 え ま す 。  

委 員 Ｇ  博 物 館 講 座 に つ い て 、 お お む ね 目 標 参 加 者 を 達 成 で

き て い る 。  

委 員 Ｈ  講 演 会 ３ 回 ／ 年 で 参 加 者 が 約 １ ５ ０ 人 弱 で あ り 、 テ

ー マ は 分 か り ま せ ん が ま ず ま ず と 思 い ま す 。  



テ ー マ に 魅 力 が 無 け れ ば 集 客 で き な い し 、 生 産 年 齢

層 は 土 日 で な け れ ば 参 加 で き ま せ ん 。  

広 報 も い ろ ん な メ デ ィ ア が あ り ま す の で 、 検 討 要 だ

と 思 う 。  

委 員 Ⅰ  無 駄 が 多 す ぎ る 。  

 

● 経 済 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｂ  興 味 を 持 っ て 来 館 し て も ら え る 取 り 組 み に 予 算 を 使

っ て ほ し い 。  

委 員 Ｃ  そ も そ も 博 物 館 事 業 と し て の 予 算 措 置 が な さ れ て い

る と は 言 い 難 く 、 無 駄 と い う 検 証 が 成 り 立 た な い が 、

そ の 範 囲 内 で は 経 済 的 で あ る 。  

委 員 Ｅ  ・ 無 駄 は 発 見 で き な か っ た 。 限 ら れ た 予 算 の 中 で 効 果

的 に 運 営 さ れ て い る 。  

・ 管 理 事 業 の 事 業 評 価 コ メ ン ト と 同 じ 。  

委 員 Ｆ  予 算 案 に 対 し 、 そ の 決 算 に お い て 無 駄 な 支 出 は 見 当

た り ま せ ん 。  

委 員 Ｇ  課 題 （ 会 議 室 ） の 解 決 に 向 け 、 予 算 の 使 い 方 に ひ と

工 夫 が 必 要 で は な い で し ょ う か 。  

委 員 Ｈ  単 位 コ ス ト 、 市 民 １ 人 当 た り コ ス ト も 高 く な っ て い

る 。 費 用 対 効 果 か ら は 、 費 用 低 減 か 参 加 者 を 増 や す か

の ど ち ら か で あ る が 、 人 口 減 少 化 が 更 に 進 む 中 、 参 加

者 を 増 や す こ と は 難 し い 。  

３ 回 の 講 演 会 を ２ 回 に し て 費 用 削 減 す る か 。  

毎 年 講 演 会 を 続 け る と テ ー マ を 探 す こ と も 大 変 で あ

り 、 同 じ 様 な テ ー マ に な り や す い 。 わ り と 身 近 で 魅 力

あ る テ ー マ を 探 し て 頂 き た い 。  

委 員 Ｉ  無 駄 が 多 す ぎ る 。  

 

  



● 有 効 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  市 と し て の 文 化 行 政 に 対 す る 熱 意 の 感 じ ら れ な い 状

況 で あ る 。  

委 員 Ｄ  郷 土 史 に 関 心 の あ る 人 は そ も そ も そ ん な に 多 く い る

と は 思 え な い 。 だ か ら と 言 っ て や ら な く て い い と は 思

え な い 。 有 効 性 は 低 い こ と を 承 知 の 上 で 、 歴 史 講 座 等

は 市 民 の 歴 史 認 識 向 上 の た め に 、 継 続 し て 実 施 し な く

て は な ら な い 。  

委 員 Ｅ  ・ 企 画 展 と 関 連 し た 講 座 内 容 の 設 定 は 、 企 画 展 の 展 示

内 容 の 理 解 を 進 め る 上 で 効 果 的 で あ り 、 テ ー マ 設 定 も

よ い 。  

・事 業 評 価 の 説 明 Ａ（ 非 常 に 良 い ）に つ い て 、「 改 善 の

余 地 な し 」 と あ る が 、 改 善 の 余 地 な し と い え る よ う な

事 業 は あ る の か 疑 問 で あ る 。 非 常 に 良 い と 考 え て も 、

改 善 の 余 地 な し と あ る と 、 Ａ の 評 価 は 難 し い 。  

委 員 Ｆ  限 ら れ た 予 算 内 で の 活 動 に 努 力 が 見 ら れ ま す 。  

委 員 Ｇ  多 く の 市 民 が 参 加 し 、 交 流 で き る 講 座 の 選 定 や 開 催

方 法 を 検 討 し 実 施 し て く だ さ い 。  

委 員 Ｈ  市 内 老 人 会 、 老 壮 大 学 等 で 講 演 会 の テ ー マ を 探 し た

り し て い ま す の で 、 出 前 の 検 討 を 考 え た い 。  

ま た 、 小 ・ 中 学 校 、 市 内 高 等 学 校 等 へ も 出 前 に て 講

座 の 機 会 を 検 討 し た い 。  

市 民 へ の 募 集 方 法 に つ い て 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等 も 含 め 更 に 工

夫 を 望 み た い 。  

委 員 Ｉ  有 効 で は な い 。  

 

  



２ ． 各 委 員 に よ る 今 後 の 方 向 性  

 評 価  

委 員  
現状維持 拡 充  改 善  縮 小  休 止  廃 止  終 了  

委 員 Ａ   ●       

委 員 Ｂ    ●      

委 員 Ｃ    ●      

委 員 Ｄ    ●      

委 員 Ｅ    ●      

委 員 Ｆ  ●        

委 員 Ｇ    ●      

委 員 Ｈ    ●      

委 員 Ｉ        ●  

計  １  １  ６  ０  ０  ０  １  

 

【 評 価 の 傾 向 】  

 今 後 の 方 向 性 に つ い て は 、 本 事 業 の 継 続 に 対 す る 反 対 は 少 な く 、

「 現 状 維 持 」や「 拡 充 」と す る 評 価 も あ り ま し た が 、「 改 善 」と 評 価

す る 委 員 が 最 も 多 い 結 果 と な り ま し た 。  

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

委 員 Ｄ  市 民 の 郷 土 史 へ の 認 識 を 深 め る た め 充 実 し た 企 画 を

す る 必 要 が あ る 。 幸 い な こ と に こ の た め の 費 用 は そ ん

な に 多 く は 掛 か ら な い よ う で あ る 。 さ ら に 博 物 館 講 座

は ど こ で も 開 催 で き る わ け で あ る か ら 、 市 民 の 集 ま り

や す い 会 場 で 開 催 す れ ば 、な お よ ろ し い の で は な い か 。 

委 員 Ｅ  ・ 企 画 展 の 参 観 が 展 示 内 容 に 興 味 関 心 を 深 め 、 講 座 参

加 の 動 機 に な っ て い る と 推 測 す る 。 企 画 展 等 一 般 入 館

者 に 対 し て 、 講 座 開 催 を 積 極 的 に 伝 え る よ う な 工 夫 が

必 要 で あ る 。 そ の た め に も 、 一 般 入 館 者 に 対 す る 丁 寧

な 展 示 案 内 や 説 明 、 講 座 案 内 な ど 、 参 観 者 と の ふ れ あ

い が 必 要 で あ る 。  



・ 講 座 は 専 門 性 が 高 く な り 、 参 加 者 が 限 ら れ る 面 も あ

る と 考 え る 。 参 加 者 数 に と ら わ れ た 評 価 に つ い て は 検

討 が 必 要 で あ る 。  

委 員 Ｆ  郷 土 史 研 究 と そ の 教 育 は 非 常 に 重 要 で あ り 、 そ の 拠

点 で あ る 郷 土 博 物 館 は 拡 充 す べ き と 考 え て い ま す が 、

厳 し い 財 政 事 情 を 考 慮 す る と 、 現 状 維 持 を 続 け ざ る を

得 な い と 考 え ま す 。  

委 員 Ｇ  課 題 解 決 （ 講 座 ・ 講 演 用 会 議 室 ） に 向 け て 、 具 体 的

施 策 が 必 要 で は な い で し ょ う か 。  

委 員 Ｈ  ・ 市 民 に 青 梅 市 の 歴 史 ・ 文 化 等 の 知 識 を 学 習 す る 講 座

は 重 要 で あ る と 考 え る 。 し か し 、 多 様 化 し て い る 現 代

に お い て 優 先 す べ き 事 項 が 別 に あ る と 思 う 。 こ れ ら の

人 々 を 、 こ ち ら を 一 番 に す る た め に は 、 心 を 引 き 付 け

る 魅 力 あ る 講 座 テ ー マ が 必 要 で す 。 一 概 に 魅 力 と 言 っ

て も 年 齢 層 に よ り 大 き く 違 い が あ る の で 、 ア ン ケ ー ト

を 取 る の も ひ と 工 夫 か と 思 い ま す 。  

・ 市 内 に は 、 小 ・ 中 学 校 、 高 校 が 沢 山 あ り ま す 。 授 業

の 中 に 青 梅 市 の 歴 史 ・ 文 化 等 を 学 習 す る カ リ キ ュ ラ ム

を 組 ん で 頂 き 、 青 梅 市 文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 の 方 々 が

出 前 講 座 を し て 、生 徒 に 対 し て 知 識 を 得 る よ う に す る 。 

 

  



整 理 番 号  事 務 事 業 名  所 管 部 課  

１ ３  美 術 館 事 業  教 育 部 文 化 課  

【 事 業 の 目 的 】  

対 象 者  目   的  

観覧者、美術館利用者  市 民 の 美 術 の 振 興 を 図 る 。  

 

１ ． 各 委 員 の 事 業 評 価  

評 価  

委 員  
効 率 性  経 済 性  有 効 性  

委 員 Ａ  －  －  －  

委 員 Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｃ  Ｂ  Ｂ  Ｃ  

委 員 Ｄ  －  －  －  

委 員 Ｅ  Ｂ  Ｂ  Ａ  

委 員 Ｆ  －  Ａ  Ａ  

委 員 Ｇ  Ｂ  Ａ  Ｂ  

委 員 Ｈ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

委 員 Ｉ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

 ※ 「 － 」 に つ い て は 、 評 価 が 難 し い 等 の 理 由 に よ る も の 。  

 

【 評 価 結 果 】  

 効 率 性  経 済 性  有 効 性  

Ａ 【非常に良い】 ０  ２  ２  

Ｂ 【 良 い 】 ６  ５  ４  

Ｃ 【 悪 い 】 ０  ０  １  

評 価 な し  ３  ２  ２  

※Ａ：【非常に良い】＝改善の余地なし Ｂ：【良い】＝必要に応じて改善 Ｃ：【悪い】＝改善または休廃止を検討  

 

 

 

 



【 評 価 の 傾 向 】  

 「 効 率 性 」、「 経 済 性 」、「 有 効 性 」の い ず れ の 評 価 項 目 に お い て も 、

Ｂ 評 価 が 最 も 多 く な っ た こ と か ら 、本 事 業 に つ い て は 、「 必 要 に 応 じ

て 改 善 」 と い う 意 見 が 多 数 と な り ま し た 。  

ま た 、評 価 対 象 事 業 の 内 容 に 対 し 、規 定 の 評 価 項 目 に よ る 評 価 は

難 し い と い う 意 見 が あ り 、特 に 経 済 性 に 対 す る 評 価 に つ い て は 、今

回 の 評 価 対 象 事 業 に は 、そ の 性 質 上 馴 染 ま な い と の 意 見 が あ り ま し

た 。  

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

● 総 合 的 な 意 見  

委 員 Ａ  文 化 事 業 な の で 、 事 業 と し て の 行 政 コ ス ト を ベ ー ス

に 評 価 す る こ と は 難 し い 。  

本 事 業 に つ い て は 、 係 る 予 算 を 有 効 活 用 し て 、 ど の

様 な こ と に 具 体 的 に 取 り 組 み 、 何 を 実 施 し 、 何 を や っ

て い な い の か を 、 明 確 に す る こ と が 重 要 と 思 わ れ る 。  

 

● 効 率 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  ダ ン ボ ー ル ア ー ト の 取 り 組 み が 成 功 を 収 め て い る 。  

そ の 成 果 等 を 次 年 度 以 降 に 反 映 さ せ る 取 り 組 み は 不

十 分 で あ る 。  

委 員 Ｄ  無 駄 な こ と を し て 余 計 な 費 用 が 掛 か っ て い る と は 思

え な い 。  

委 員 Ｅ  限 ら れ た 予 算 、 人 の 配 置 、 施 設 設 備 の 中 で 効 率 的 に

運 営 さ れ て い る 。  

委 員 Ｆ  美 術 ・ 芸 術 は 効 率 と は 無 縁 の 所 に 存 在 す る と 考 え て

い ま す の で 、 評 価 は 差 し 控 え ま す 。  

委 員 Ｇ  ３ ０ 年 度 の 事 業 目 標 ど お り に 進 め ら れ て い る 。  

委 員 Ｈ  特 別 展 「 ダ ン ボ ー ル ア ー ト 遊 園 地 ． 集 ま れ 子 ど も た

ち ！ 」 は 、 多 く の 観 覧 者 が 来 館 し 観 覧 者 数 の 増 加 と な

っ て い る 。 こ の 様 な 参 加 型 の 展 示 は 、 観 覧 者 増 加 に 有



効 と 考 え る 。 そ の 他 の 展 示 に も ひ と 工 夫 を 求 め た い 。  

委 員 Ⅰ  良 い で す 。 Ｈ ３ ０ 年 度 は 問 題 あ り ま せ ん 。  

 

● 経 済 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｂ  ガ ラ ス 窓 が 汚 れ て い る な ど 、 全 体 的 に 埃 っ ぽ い 印 象

を 受 け た 。 修 繕 等 の 前 に 埃 等 を き れ い に す る だ け で も

干 さ れ た 印 象 は な く な る の で は な い か と 思 う 。 清 潔 感

が 出 る よ う 取 り 組 ん で ほ し い 。  

委 員 Ｃ  単 位 コ ス ト が 高 額 と な っ て い る が 、 少 な い 予 算 の 中

で は 効 果 を 上 げ て い る と 思 わ れ る 。  

委 員 Ｄ  郷 土 博 物 館 と 比 し 経 常 費 用 が １ 億 円 近 く 掛 か っ て い

る こ と は 驚 き で あ る 。 そ の 多 く が 固 定 費 で あ る か ら 根

本 的 に 美 術 館 を ど う す る の か 考 え な い 限 り 、 大 き な 費

用 の 節 減 は で き な い 。  

委 員 Ｅ  「 効 率 性 」 と 同 じ  

委 員 Ｆ  予 算 案 に 対 し 、 そ の 決 算 に お い て 無 駄 な 支 出 は 見 当

た り ま せ ん 。  

委 員 Ｇ  特 別 展 に つ い て 、 多 く の 観 覧 者 を 実 現 で き て い る 。

（ 前 年 度 比 ： ３ 倍 以 上 ）  

委 員 Ｈ  ・ 美 術 館 の 管 理 経 費 、 事 業 経 費 に 対 し て 観 覧 料 金 と の

費 用 対 効 果 は 低 い 。 し か し 、 青 梅 市 美 術 館 は 、 青 梅 市

の 文 化 を 提 供 す る も の で あ る と 考 え 、 あ る 程 度 の 歳 出

は や む を 得 な い 。  

・ お 客 様 第 一 で あ る こ と を 考 え れ ば 、 経 年 劣 化 に よ る

緊 急 修 繕 は 早 急 に 実 施 す べ き で あ る 。  

委 員 Ｉ  良 い で す 。  

た だ し 、 施 設 の 老 朽 化 の た め 、 光 熱 費 が 掛 か っ て い

る の で は な い で し ょ う か 。 美 術 品 は 常 温 し な く て は い

け ま せ ん か ら 、 光 熱 費 が 掛 か る と 無 駄 に な る 場 合 が あ

る の で 、 予 算 の 組 み 方 に 注 意 で す 。  

 



● 有 効 性 に 対 す る 意 見  

委 員 Ｃ  市 の 中 に あ る 多 く の 私 立 美 術 館 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り や 、 情 報 発 信 の 取 り 組 み が 不 足 し て い る 。  

委 員 Ｄ  二 次 評 価 の 中 に 「 入 場 料 収 入 を 確 保 す る 観 点 か ら も

～ 」 と あ る が 、 そ の 金 額 は わ ず か ５ 百 万 円 で 費 用 の

1/20 で あ る 。増 収 策 を 考 え る よ り 費 用 の 根 本 的 な 節 減

を 考 え る よ り 他 に 方 法 は な い 。 美 術 館 の 建 物 を 活 用 し

て 他 の 用 途 に 使 え な い の か 。  

委 員 Ｅ  ・ 企 画 展 「 西 多 摩 を 描 く 」 は 、 絵 画 鑑 賞 と 同 時 に 、 地

域 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が で き る 内 容 。特 別 展「 ダ

ン ボ ー ル ア ー ト 」 は 楽 し い 体 験 型 の 展 示 で ユ ニ ー ク 。

開 催 時 期（ 夏 休 み が 入 る ）、展 示 内 容（ 恐 竜 な ど ）設 定

適 切 。  

・ 実 技 講 座 、 鑑 賞 講 座 も 充 実 。 回 数 増 を 期 待 。  

・「 展 覧 会 の ご 案 内 」等 の パ ン フ レ ッ ト も 明 る く 、き れ

い で 整 理 さ れ た 構 成 で 分 か り や す い 。  

・ 常 設 展 示 の 充 実 が 重 要 。 適 宜 更 新 し 、 常 に 新 鮮 さ を

保 ち 、 一 層 魅 力 あ る 常 設 展 示 を 期 待 。  

・ 現 状 の 諸 条 件 の 中 で 達 成 さ れ て い る と 考 え る 。  

委 員 Ｆ  眺 望 の よ い 所 に 立 地 し て い る 事 自 体 が 、 青 梅 市 の 芸

術 振 興 に 寄 与 し て い る と 考 え て い ま す 。  

委 員 Ｇ  観 覧 者 数 だ け が 企 画 の 良 し 悪 し を 決 め る 物 差 し で は

な い も の の 、判 断 す る た め の も の で は あ る 。そ の た め 、

青 梅 に 相 応 し く 且 つ 市 民 の ニ ー ズ に 合 っ た 企 画 を 引 き

続 き 立 案 し 実 施 い た だ き た い 。  

委 員 Ｈ  特 別 展 は 大 成 功 で あ っ た こ と か ら 、 類 似 の 子 ど も 向

け お よ び 大 人 、 高 齢 者 向 け 等 の テ ー マ 内 容 を 考 え 、 観

覧 者 の 増 加 を 目 指 し て い き た い 。  

委 員 Ｉ  一 定 の 有 効 性 は あ り ま す 。 た だ し 、 １ ０ 年 先 の こ と

を 考 え る と 、 現 在 の 場 所 に 美 術 館 は 、 施 策 達 成 が 困 難

に な る の で は な い で し ょ う か 。  

 



２ ． 各 委 員 に よ る 今 後 の 方 向 性  

 評 価  

委 員  
現状維持 拡 充  改 善  縮 小  休 止  廃 止  終 了  

委 員 Ａ   ●       

委 員 Ｂ    ●      

委 員 Ｃ    ●      

委 員 Ｄ     ●     

委 員 Ｅ    ●      

委 員 Ｆ    ●      

委 員 Ｇ    ●      

委 員 Ｈ    ●      

委 員 Ｉ    ●      

計  ０  １  ７  １  ０  ０  ０  

 

【 評 価 の 傾 向 】  

 今 後 の 方 向 性 に つ い て は 、「 拡 充 」や「 縮 小 」と す る 評 価 も あ り ま

し た が 、「 改 善 」 と 評 価 す る 委 員 が 最 も 多 い 結 果 と な り ま し た 。  

 

【 各 委 員 の コ メ ン ト 】  

委 員 Ａ  １ . や っ た 取 り 組 み の 結 果 を 来 場 者 数 で 検 証 す べ き だ

と 思 わ れ る 。  

２ .東 京 都 の 美 術 館 は ど こ も 賑 わ い を 見 せ て い る 。そ こ

か ら 取 り 入 れ る こ と も 必 要 。  

３ .そ こ か ら 企 画 展 の 概 要 、期 間 、来 場 者 数 、内 部 対 応

人 員 な ど を 参 考 と し 、 ど う い う 仕 事 を 効 率 化 し 、 効 率

化 し た 時 間 を 何 に 投 入 し た の か を 検 証 す べ き で あ る 。  

４ .例 え ば 、民 間 人 が 保 有 さ れ て い る 美 術 品 等 を 借 り 受

け 、 幅 を 広 げ て 展 示 会 を 図 る な ど の 来 場 者 を 増 や す た

め の 工 夫 も 色 々 と 検 討 で き る の で は な い か 。  

委 員 Ｂ  昨 年 度 の ダ ン ボ ー ル ア ー ト は 、 参 加 型 の 催 し で 、 と

て も 良 か っ た と 思 う 。 口 コ ミ で 評 判 が 広 が り 、 市 外 の



人 も 入 館 し て い た 。 そ の こ と に よ り 、 美 術 館 に 対 す る

イ メ ー ジ も 変 わ り 、 存 在 感 も 増 し た と 感 じ た 。  

今 後 も 、 子 供 た ち が 楽 し め る ア ー ト 作 品 や 参 加 型 の

イ ベ ン ト を 企 画 し て い っ て ほ し い 。  

委 員 Ｄ  市 が 市 民 の た め に 運 動 場 を 提 供 す る の と 同 じ よ う に

美 術 館 を 提 供 す る こ と は 、市 の 施 策 と し て 必 要 で あ る 。 

し か し 、 ス ポ ー ツ を す る 市 民 の 人 数 に 比 べ る と 、 美

術 の 愛 好 者 は は る か に 少 な い の で は な い か 。 こ の 点 に

お い て 、 市 の 財 政 の 事 情 を 考 慮 せ ざ る を 得 な い の で は

な い か と 思 う 。  

同 じ 市 の 施 策 で も 、 市 民 の 生 活 に 直 結 し て い る 施 策

を 縮 小 す る こ と は で き な い が 、 個 人 の 生 活 で も 趣 味 に

属 す る 分 野 で は 、 最 終 的 に は 財 政 の 事 情 に 影 響 さ れ る

こ と は や む を 得 な い も の と 考 え る 。  

個 人 の 生 活 で も 、 生 活 に 余 裕 の あ る 人 が 趣 味 に 資 金

を 支 出 す る こ と が で き る こ と と 全 く 同 じ で 、 今 の 市 の

財 政 で は 、 残 念 な が ら 縮 小 を 考 え ざ る を 得 な い 。  

委 員 Ｅ  ・ 美 術 館 と し て の 落 ち 着 い た ア カ デ ミ ッ ク な 館 内 の 雰

囲 気 、 館 内 か ら も 鮎 美 橋 を 中 心 に 多 摩 川 を 一 望 で き る

景 観 は 、 青 梅 の 文 化 、 自 然 の 豊 か さ を 象 徴 し て い る 環

境 で あ る 。 常 設 展 示 を 含 め て 、 代 表 的 な 収 蔵 品 を 展 示

す る な ど し て 、 広 く 市 民 に 無 料 で 開 放 し 、 美 術 館 の 存

在 を ア ピ ー ル す る 行 事 が 年 １ 回 く ら い あ っ て も よ い 。       

多 く の 市 民 が 足 を 運 び 、親 し ま れ る 場 で あ っ て ほ し い 。 

・ １ 階 の 市 民 ギ ャ ラ リ ー 、 研 修 室 は 、 市 民 一 般 の 文 化

教 養 向 上 に 大 き く 貢 献 し て い る と 考 え る 。 活 用 に つ い

て 、 更 に 広 く 市 民 に 広 報 し 、 一 層 多 く の 市 民 の 団 体 、

グ ル ー プ な ど が 利 用 で き る よ う 努 め て ほ し い 。 そ の 利

用 者 や 受 講 者 、 参 観 者 が 、 企 画 展 等 も 参 観 し 、 入 館 者

増 に も つ な が る 。  

・ 今 後 の 方 向 を 考 え て の こ と か 、 館 外 （ 多 摩 川 ） の 手



入 れ が 不 十 分 に な っ て い る 。 美 術 館 に ふ さ わ し い 、 館

外 を 含 め た 館 全 体 の 環 境 整 備 を 望 み た い 。  

・「 市 内 の 美 術 関 連 の 地 域 資 源 を 活 用 し た ア ー ト に よ

る ま ち づ く り の 推 進 」 が 、 総 合 長 期 計 画 に 示 さ れ て い

る 。「 Art の 地 産 地 消 」は そ の 一 環 と 考 え る が 、関 連 団

体 等 と の 連 携 に つ い て 現 状 を 確 認 し 、 地 域 資 源 の 一 層

の 活 用 推 進 を 期 待 す る 。  

委 員 Ｆ  ・ 展 示 、 教 室 、 駐 車 場 等 で 、 ネ ッ ツ た ま ぐ ー セ ン タ ー

と の 連 携 を 密 に し た 運 営 を 希 望 し ま す 。  

・ 青 梅 市 美 術 館 の 位 置 づ け を は っ き り さ せ 、 収 納 品 の

洗 い 直 し も 必 要 と 思 い ま す 。  

委 員 Ｇ  企 画 内 容 が 大 切 で あ る と 思 っ た か ら で す 。  

委 員 Ｈ  ・ ３ ０ 年 度 は 、 前 年 に 比 較 し て ２ 倍 の 観 覧 者 数 の 増 加

と な っ た 。次 年 度 も 集 客 力 あ る 展 示 を 提 供 し な け れ ば 、

観 覧 者 は 低 下 す る 。 し た が っ て 、 集 客 力 あ る 企 画 を 考

え る こ と と 、 青 梅 市 以 外 の 人 々 に ア ピ ー ル し て い く こ

と が 、 増 加 の 一 助 と な る と 思 い ま す 。  

・ 吉 川 英 治 記 念 館 も ２ ０ ２ ０ 年 ９ 月 開 館 す る 予 定 と 青

梅 市 か ら 聞 い て い る こ と か ら 、 美 術 館 、 博 物 館 、 吉 川

英 治 記 念 館 の ３ 館 を め ぐ る コ ラ ボ 入 場 券 を 販 売 し た ら

と 思 い ま す 。 入 場 料 を 取 る 所 、 取 ら な い 所 が あ り ま す

が 、 ３ 館 周 遊 す る こ と で 、 青 梅 市 の 観 光 に も 影 響 大 で

あ る と 思 わ れ ま す 。  

・ 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 掲 げ ら れ て い る 美 術 館 と

博 物 館 の 総 合 計 画 に 、 新 た に 吉 川 英 治 記 念 館 も 加 え て

の 計 画 を 検 討 し な け れ ば 、 負 の 遺 産 を い く つ も 抱 え る

こ と に な る た め 、 １ か 所 に 集 約 す べ き と 考 え る 。  

委 員 Ｉ  Ｈ ３ ０ 年 度 は 特 に 問 題 あ り ま せ ん が 、 数 ヶ 月 ご と に

目 玉 的 な 美 術 イ ベ ン ト を や る 必 要 は あ る と 感 じ ま し

た 。 美 術 館 と 博 物 館 の 統 合 は 、 慎 重 に や ら な い と 失 敗

す る と 感 じ ま し た 。  
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